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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 
 

回次
第55期 

第１四半期
連結累計期間

第56期 
第１四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自　2023年３月１日
至　2023年５月31日

自　2024年３月１日
至　2024年５月31日

自　2023年３月１日
至　2024年２月29日

売上高 (千円) 13,543,636 13,462,681 55,320,866

経常利益 (千円) 579,342 700,426 2,386,975

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 328,867 469,769 1,193,206

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 327,584 545,721 1,265,333

純資産額 (千円) 24,002,934 25,336,507 24,849,734

総資産額 (千円) 43,660,035 43,087,650 42,752,042

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 28.57 40.90 103.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 54.9 58.7 58.0
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　①経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善され、個人消費も上向くなど緩やかな

回復基調となりました。しかしながら、エネルギー価格や原材料価格高騰による物価上昇に加え、円安が続く為替

相場やロシア・ウクライナ情勢の長期化、中東情勢における地政学リスクの高まりなどが国内経済に与える影響と

して懸念され先行き不透明な状況が続いております。

小売業界におきましては、相次ぐ値上げの影響による消費者の生活防衛意識が強まっており、引き続き節約志向

への対応が求められています。

こうしたなか、当社グループは、このような厳しい環境下において、営業力の強化と収益力の向上に取り組むと

ともに、危機管理やコンプライアンスの徹底によるコーポレート・ガバナンスの強化に努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益(売上高及び営業収入)は142億82百万円(前年同四半期比0.4％

減)となりました。また、営業利益は６億66百万円(前年同四半期比17.0％増)、経常利益は７億円(前年同四半期比

20.9％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億69百万円(前年同四半期比42.8％増)となりました。

 

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

（小売事業）

小売事業につきましては、食料品は原材料価格高騰による相次ぐ値上げの影響を受けた生活防衛意識の高まりへ

の対応として安さが伝わる分かりやすいＥＤＬＰ「超得」などによる低価格戦略の強化や「セブンプレミアム」の

拡充及び拡販に取り組みました。生活用品・衣料品につきましては、外出需要の高まりが見られたものの、商品価

格の値上げにより消費者の購買意欲が低下し厳しい状況が続きました。

こうしたなか、創業55周年企画として食料品・衣料品・生活用品の55周年記念特別商品の拡販や子育て世代のお

客様の生活支援に向けた取り組みとして新たな販促策「子育て応援の日」の導入、地元高校とタイアップした商品

の販売イベントを開催するなど新規顧客の獲得と更なる売上獲得に取り組んでまいりました。また、従来のペット

ボトル回収機に加え、アルミ缶回収機の設置店舗を拡大することで環境に配慮した取り組みを行い、持続可能社会

の実現に努めてまいりました。さらにレジ混雑緩和を目的としたフルセルフレジを一部店舗に導入し、お客様がス

トレスなくお買物ができる環境整備と利便性向上に取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の小売事業の営業収益は123億75百万円(前年同四半期比0.5％減)、営業利

益は５億58百万円(前年同四半期比8.7％増)となりました。

EDINET提出書類

株式会社天満屋ストア(E03146)

四半期報告書

 3/18



 

（小売周辺事業）

小売周辺事業につきましては、惣菜等調理食品の製造販売が主なものであり、引き続き徹底した品質管理と衛生

管理に努めるとともに、商品開発の強化や生産性の向上に取り組んでまいりました。また、４月には株式会社三好

野本店の高速道路サービスエリア運営事業を株式会社でりかエッセンが承継し、事業再編を行いました。さらに同

月に天満屋ハピータウン児島店において株式会社でりかエッセンが運営するレストランを新たに「三好野レストラ

ン児島店」及び「三好野珈琲児島店」として改装オープンするなど、グループシナジーの創出に取り組んでまいり

ました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の小売周辺事業の営業収益は19億６百万円(前年同四半期比0.2％増)、営業

利益は１億７百万円(前年同四半期比93.3％増)となりました。

 

　②財政状態の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億35百万円増加し、430億87百万

円となりました。これは主に、売掛金の増加などにより流動資産が４億48百万円増加したことによるものであり

ます。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ１億51百万円減少し、177億51百万

円となりました。これは主に、長期借入金の減少などにより固定負債が５億31百万円減少したことによるもので

あります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ４億86百万円増加し、253億36百

万円となりました。これは主に、利益剰余金の増加によるものであります。

 
(2）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更または新

たに生じた課題はありません。

 
(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 
 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2024年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年７月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,550,000 11,550,000
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数
100株

計 11,550,000 11,550,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2024年５月31日 ─ 11,550,000 ― 3,697,500 ― 5,347,500
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である2024年２月29日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

2024年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,548,400
 

115,484 ―

単元未満株式 普通株式 1,600
 

― ―

発行済株式総数 11,550,000 ― ―

総株主の議決権 ― 115,484 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、取締役に対する株式交付信託が所有する当社株式66,600株

(議決権個数666個)が含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式50株及び取締役に対する株式交付信託が所有する

当社株式81株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2024年２月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社天満屋ストア

岡山市北区岡町13番16号 ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

(注) 「自己名義所有株式数」には、取締役に対する株式交付信託が所有する当社株式66,600株を含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2024年３月１日から2024年

５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2024年３月１日から2024年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、イースト・サン監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 708,293 641,624

  売掛金 1,642,227 2,100,341

  商品 1,710,478 1,800,260

  貯蔵品 23,432 26,698

  その他 1,698,796 1,662,591

  流動資産合計 5,783,228 6,231,516

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物(純額) 10,460,883 10,324,739

   土地 14,343,668 14,411,168

   その他(純額) 1,992,693 1,941,210

   有形固定資産合計 26,797,245 26,677,118

  無形固定資産   

   のれん 499,037 488,029

   その他 2,463,632 2,470,110

   無形固定資産合計 2,962,670 2,958,140

  投資その他の資産   

   差入保証金 1,632,469 1,602,361

   敷金 3,331,501 3,307,442

   その他 2,257,325 2,323,471

   貸倒引当金 △12,400 △12,400

   投資その他の資産合計 7,208,897 7,220,875

  固定資産合計 36,968,813 36,856,133

 資産合計 42,752,042 43,087,650
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,721,324 3,717,634

  電子記録債務 415,939 444,950

  短期借入金 4,543,458 4,044,294

  未払法人税等 521,945 267,797

  賞与引当金 110,779 17,913

  資産除去債務 15,125 15,125

  その他 3,245,290 4,446,251

  流動負債合計 12,573,862 12,953,966

 固定負債   

  長期借入金 1,125,799 674,908

  役員株式給付引当金 45,803 48,578

  利息返還損失引当金 5,697 5,697

  退職給付に係る負債 1,277,865 1,266,453

  資産除去債務 410,201 412,005

  長期預り保証金 65,525 61,802

  長期預り敷金 1,684,916 1,671,570

  その他 712,636 656,160

  固定負債合計 5,328,445 4,797,177

 負債合計 17,902,307 17,751,143

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,697,500 3,697,500

  資本剰余金 5,347,750 5,347,750

  利益剰余金 15,836,880 16,248,900

  自己株式 △77,883 △77,883

  株主資本合計 24,804,247 25,216,267

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 100,537 170,172

  退職給付に係る調整累計額 △91,791 △87,099

  その他の包括利益累計額合計 8,745 83,073

 非支配株主持分 36,740 37,165

 純資産合計 24,849,734 25,336,507

負債純資産合計 42,752,042 43,087,650
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年３月１日
　至 2024年５月31日)

売上高 13,543,636 13,462,681

売上原価 9,535,195 9,502,040

売上総利益 4,008,440 3,960,640

営業収入 796,059 819,682

営業総利益 4,804,499 4,780,323

販売費及び一般管理費 4,234,452 4,113,579

営業利益 570,047 666,743

営業外収益   

 受取利息 681 610

 受取配当金 19,188 19,287

 協賛金収入 4,343 2,205

 その他 2,052 25,128

 営業外収益合計 26,264 47,230

営業外費用   

 支払利息 13,390 9,652

 その他 3,578 3,895

 営業外費用合計 16,969 13,547

経常利益 579,342 700,426

特別損失   

 固定資産除却損 26,623 1,714

 特別損失合計 26,623 1,714

税金等調整前四半期純利益 552,718 698,712

法人税等 222,227 227,318

四半期純利益 330,490 471,394

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,623 1,624

親会社株主に帰属する四半期純利益 328,867 469,769
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年３月１日
　至 2024年５月31日)

四半期純利益 330,490 471,394

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △11,175 69,635

 退職給付に係る調整額 8,269 4,692

 その他の包括利益合計 △2,906 74,327

四半期包括利益 327,584 545,721

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 325,961 544,097

 非支配株主に係る四半期包括利益 1,623 1,624
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用の計算については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
至 2023年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年５月31日)

減価償却費 373,100千円 360,181千円

のれんの償却額 20,480千円 11,008千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2023年３月１日 至 2023年５月31日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2023年５月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 34,648 ３円00銭 2023年２月28日 2023年５月25日
 

(注) 「配当金の総額」には、取締役に対する株式交付信託が所有する当社株式39,716株に対する配当金119千円が含

まれております。

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 
当第１四半期連結累計期間(自 2024年３月１日 至 2024年５月31日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2024年５月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 57,749 ５円00銭 2024年２月29日 2024年５月24日
 

(注) 「配当金の総額」には、取締役に対する株式交付信託が所有する当社株式66,681株に対する配当金333千円が含

まれております。

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2023年３月１日 至 2023年５月31日)

１　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

 

報告セグメント(千円)

合計(千円) 調整額(千円)

四半期連結
損益計算書
計上額(千円)

(注)１小売事業 小売周辺事業

　営業収益      

　　食料品 10,679,868 1,863,315 12,543,183 ― 12,543,183

　　生活用品 255,676 ― 255,676 ― 255,676

　　衣料品 714,837 ― 714,837 ― 714,837

　　その他 786,276 39,720 825,997 ― 825,997

顧客との契約から生じる収益 12,436,660 1,903,035 14,339,695 ― 14,339,695

　　外部顧客への営業収益 12,436,660 1,903,035 14,339,695 ― 14,339,695

　　セグメント間の内部
　　営業収益又は振替高

42,984 598,368 641,352 △ 641,352 ―

計 12,479,644 2,501,403 14,981,047 △ 641,352 14,339,695

　　セグメント利益 514,252 55,795 570,047 ― 570,047
 

(注) １　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　 ２　営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。

 
２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2024年３月１日 至 2024年５月31日)

１　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

 

報告セグメント(千円)

合計(千円) 調整額(千円)

四半期連結
損益計算書
計上額(千円)

(注)１小売事業 小売周辺事業

　営業収益      

　　食料品 10,729,038 1,872,235 12,601,273 ― 12,601,273

　　生活用品 235,696 ― 235,696 ― 235,696

　　衣料品 597,095 ― 597,095 ― 597,095

　　その他 213,033 34,675 247,709 ― 247,709

顧客との契約から生じる収益 11,774,863 1,906,910 13,681,774 ― 13,681,774

その他の収益 600,590 ― 600,590 ― 600,590

　　外部顧客への営業収益 12,375,453 1,906,910 14,282,364 ― 14,282,364

　　セグメント間の内部
　　営業収益又は振替高

45,241 506,564 551,805 △ 551,805 ―

計 12,420,694 2,413,475 14,834,170 △ 551,805 14,282,364

　　セグメント利益 558,903 107,840 666,743 ― 666,743
 

(注) １　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　 ２　営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
至 2023年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年３月１日
至 2024年５月31日)

　　１株当たり四半期純利益 28円57銭 40円90銭

    (算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 328,867 469,769

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益(千円)

328,867 469,769

    普通株式の期中平均株式数(株) 11,509,719 11,483,269
 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

２　第１四半期連結累計期間の株主資本において自己株式として計上されている取締役に対する株式交付信託に

残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自

己株式に含めております。

なお、当該信託口が保有する当社株式の前第１四半期連結累計期間における期中平均株式数は、39,716株で

あり、当第１四半期連結累計期間における期中平均株式数は、66,681株であります。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2024年７月９日

株式会社天満屋ストア

取締役会  御中

 

イースト・サン監査法人

岡山県岡山市
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 太 田 洋 一  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 京 町 周 平  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社天満屋

ストアの2024年３月１日から2025年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年３月１日から2024

年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2024年３月１日から2024年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社天満屋ストア及び連結子会社の2024年５月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

　

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

　

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以  上

 
 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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